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Chat GPT を振り返る
ChatGPT-3
2020年6⽉

・1750億パラメータ
・⾃然⾔語モデルの

基礎確⽴ ChatGPT-3.5
2022年11⽉

・会話特化チューニング
・ChatGPT⼀般公開 ChatGPT-4

2023年3⽉
・マルチモーダル対応
・推論⼒と創造性向上 ChatGPT-4 

Turbo
2024年4⽉

・⾼速・低コスト化
・⻑⽂処理128kトークン

ChatGPT-5 / 5.1
2025年8⽉

・推論精度と⼀貫性向上
・業務利⽤が拡⼤



AIによるコード⽣成への期待



仕様の作成

概要→データモデル/機能/UI/テスト提案

⾮機能要件（性能/可⽤性/監査/バックアップ）

セキュリティ要件と権限モデル

API仕様（OpenAPI）とユースケース

スプリント分割、要求→テストのトレーサビリティ



コード⽣成

仕様準拠のソース/プロジェクト雛形/依存管理

DBマイグレーション（Flyway等）/シードデータ

CRUD/業務サービス/DAO・SQL/DTO・Mapper/Validation

コントローラ/エラーハンドリング/ログ・監査

UI（画⾯/フォーム）/i18n/アクセシビリティ下地

CI設定、Docker/K8s、IaC（Terraform等）



テスト

単体/統合

E2E（UI⾃動化）/モック・サービス仮想化

性能/負荷/回帰/スナップショット/カナリア

テストデータ⾃動⽣成/合成監視/アラート



留意すべき点

仕様の曖昧さは、
幻覚/漏れの温床
となる。

機密/ライセンス、
ガバナンスへの

配慮。



⼈間の関わり

仕様の理解

採⽤している技術、アー
キテクチャがどういうも
のかを知っている

操作者（権限）→業務機
能→データモデルという
流れを把握している

イレギュラー対応の網羅
性を確認している

⼈間は要件翻訳者、AI
オーケストレータとして

活躍する。



AIが変えるシステム開発の未来



UIの再定義

複雑な操作型UIの多くが対話I/F
へ

テキスト/⾳声で直接データへア
クセス

可視化UIは引き続き重要



分析の⾃動化
定型クエリはAIが⾃動⽣成

⾃然⾔語で動的にSQLを組⽴

グラフや洞察を即座に提⽰



データ連携

AIがスキーマ変換や整合を⾃動
処理

統合DB化が進展

データ連携ツールの役割の⾒直
し



Wagby の位置付け



⾃動⽣成ツールから上流設計ツールへ

WagbyDesignerが上流設
計ツールとして強化される

• AIと連携する「AIエー
ジェント」機能を搭載す
る。

• ⼤規模な設計情報を⼈間
が俯瞰できる⼯夫が求め
られる。

説明⽂とAIによるコード⽣
成の中間成果物をもつ

• ただ⼀つの正しい設計情
報として管理する。

⼈間によるコード修正をで
きるだけ⾏わない

• AIによるコード⽣成にシ
フト。

• ⼀部のテンプレートコー
ドはルールベース⽣成を
残すこともあり。



Wagbyの再編

• ノーコード版(クラウド)Wagbyをベースにする。
• インストール版として提供。(※)SE
• ローコード版Wagbyの継続。
• AI による新機能よりも安定性を重視する。EE
• まったく新しいWagbyとしてリリース。
• 従来との互換性なし。AIによるコード⽣成。AI

※ 従来のクラウド版Wagbyは価格を改訂し、新サービスとしてリニューアルする予定。



Wagby Standard Edition (SE)

統合データベース化を
念頭に、市⺠開発者と
のバランスをとる。

クラウド版ではなく、
インストール版として

提供する。



Wagby SE 活⽤イメージ

アイデア豊富な
市⺠開発者

部署で使いたい
アプリがある

開発キットを使って
アプリを⽤意する。

POINT

1. 開発キットはいくつ配布してもよい。
2. 運⽤は⾏わない。
3. つくりきれなくてもよい。
（ブロックで実現できなかった部分）

統合データベース
維持管理チーム

Teamライセンス内の
リポジトリに統合して
フルビルド→リリース

POINT

1. 中⼼となるWagby+DBがある。
2. 現場のアプリを統⼀してリリースする。
3. 現場がつくりきれなかった部分を補填する。
（プログラミング⾔語を使っても良い）

現場 運⽤



既存のクラウドサービスとの違い
開発と運⽤を分離する。

現場が作成したモデルを「統合」したデータベースとして保守していく。

現場は作りっぱなし？そのようにも⾒えるが、⽣きているデータを責任をもって保
守するという観点では、このような運⽤が望ましいと考える組織があってもいい。



Wagby Enterprise Edition (EE)

• 現⾏の踏襲。不具合修正とセキュリティ対応を継続する。



Wagby AI

• AI によるコード⽣成を⾏う、まったく新しい Wagby。
• AIとのAPI契約が別途、必要。

• 最初の⽬標は REST API サーバかつMCPサーバ対応。

• Wagby SE/EE と併⽤する。
• Wagby SE/EE の設計情報を読み込み、Wagby AI として（既存テーブ

ルを）再利⽤する。



MCP (Model Context Protocol) 
AIを“拡張するための共通インターフェース”。
⼈間でいえば、⼿⾜や⽬⽿にあたる部分をAIに安全に提供する仕組み。

モデルと外部ツールをつなぐ『共通⾔語（プロトコル）』
JSON形式で、AIが外部データやAPIを呼び出す際の標準⼿順
AIが直接データベースやシステムにアクセスせず、安全に経由できる。

ユーザ AI データベース
外部API…

MCP



MCP関連の基本⽤語

MCP (Model Context Protocol） AIが外部リソースにアクセスするための通信規約

Server / Tool AIが呼び出す対象（DB・API・外部システムなど）Wagbyアプリケーションが対応したい。

Client AIモデル（例：ChatGPT）。リクエストを送る側

Context AIがタスクを理解するための周辺情報（履歴・意図など）

Capability MCPサーバが提供できる操作や情報（例：read_file, search_DB）

Safety Boundary モデルが権限外の操作を⾏わないための安全枠



ルールベースのコード⽣成からAIへ

• これまで培ってきた（Wagbyの）設計情報を引き継ぐ。
• ⻑期的には SE/EE が AI に収斂されていくことも視野に⼊れる。



価格体系

Wagby EE 従来通り（変更なし）

Wagby SE クラウド版／インストール版ともに12⽉
  中に発表。

Wagby AI Premium Support 契約者へ試験提供。 
  正式価格は未定。



AI 連携機能の紹介

ER図取り込み機能



ER図の取込機能

1. AIと会話し、テーブル定義をマーメイド形式で作成する。

2. 無料のビューアーでER図を確認できる。

3. Wagby に取り込み、すぐにアプリケーション化できる。



このマーメイド形式ファイルを「インポート」する。（現在、開発中の機能）



AI 連携機能の紹介

設計書出⼒機能



セミナーアプリケーションで試す





種別による絞り込み



⽂字列による絞り込み





この部分だけ横スクロールする（項⽬IDと項⽬名はウィンドウ枠固定）







選択した列だけが表⽰される。



Excelのようなフィルタ機能を提供



「○」の⾏だけに絞り込んだ例



式はできるだけ⽇本語項⽬名で表現



AI との連携（対応中）

• AIと連携し、既存の式とスクリプト、Javaコードから「説明
⽂」を⽣成する機能を⽤意する。
• 別途、いずれかのAIとの「API契約」が必要。

• AI連携機能は、Premium Support 契約者に提供する。



Wagby AI



動作イメージ

Wagby SE/EE
設計情報

リポジトリキー

Wagby AI ⽤
設計情報

appschema.yaml

Wagby 
Designer AI

やりとり

初回のみ

反映

ソースコード

⼊⼒
⽣成

ビルド

実⾏形式

VSCodeを想定



Wagby AI ロードマップ

• 2026年上半期に最初のバージョンをリリース
• REST API サーバ対応（v3相当)
• MCPサーバ対応

• MCPクライアントから利⽤できる。

• 2026年内に UI 対応版をリリース
• React にするか別フレームワークにするか検討中。

• SE/EEと併⽤できる
• 現⾏サービスの MCP サーバ化として Wagby AI を利⽤できる。



まとめ



AI中⼼へのシフトを開始します

⼈間とAIの両⽅で把握でき
る設計情報を整備する。

• appschema.yaml

従来のWagbyが⾏ってきた
コード⽣成を AI に代替さ

せる。

• ルールベースで⽣成でき
るコードは従来通り残す
こともある。（コスト削
減と安定性の強化）

• VSCodeなどのエディタ
との親和性を⾼める。

SE/EEの機能をAIによって
再実装していく。

• まったく同じではないた
め、SE/EEは残す。


